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１．日本丸 春のＢＢＱ大会

月 日（日） 時、横浜市泉区いずみ野。好4 6 14
天に恵まれ風もない満開の桜の下で大町団長以下
名が集い和やかなバーベキューの宴が開かれ28

ました。不慮の事故でお怪我をされたますみ先生
もほぼ回復されてお元気に参加されました。
大量に仕入れられた肉、野菜、ビールのほかに、
久保田さんから寄贈された銘酒「浦霞」２升B1

のほか焼酎、ワイン等等支度は万全、特別にお手
伝いとして参加された 河合さんの奥様以下料T1
理自慢の面々が包丁を振るい、肉の焼ける良い匂
いの中で「乾杯 」。!
和気藹々

のなかで見
る見るうち
に胃袋へ。
談論風発、
思い出話や
自慢話、だ
んだんメー
トルが上が
ってくると
次はお決まりの大合唱。とはいっても年寄りの酔
っ払いの歌はところどころ歌詞が途切れて「ムニ
ャムニャ」。日ごろの練習の成果は出ず仕舞いに
は団長も苦笑い。集まるはずのギャラリーものべ
３人。近くの団地の窓から覗いていたらしい人を
入れても数人ではチケットを売ったとしても大赤
字。でも歌うほうは大いに発散して良い気持ちに
なったことでした。 時を過ぎて解散する頃に17
は大多数が酔眼朦朧、おぼつかない足元で会場を
後にしました。そのあと別会場で気勢を上げた人
たちのことは知りません。
兎に角うららかな春のひと時を楽しく食べて飲

んで歌った宴でした。
またやりましょう （ 中野節夫）!! T1

２．スキー部の創立！？

飲み部、ゴルフ部、登山部に続き、スキー部が
創立されました。たぶん。続けばね。
冬は青森で冬眠中の 佐藤さんが、みんなおB1

いでよ、と声をかけてくれたので、スキー好きの
メンバーが 月 日から 日まで 泊 日で青森3 5 7 2 3
は鰺ヶ沢まで出かけました。早朝の集合でしたが、
早起きは得意の面々、遅れずに羽田を飛び立ち、
青森空港へ。そこで待機しているマイクロバスに
乗り、ホテル到着。荷物を下ろし、スキーを借り
て、さあ滑るか、というのがまだ11時。軽く滑っ
て昼ご飯を食べて、午後も滑る。
初日はほどほどに切り上げて、夕食ののちカラ

オケルームで歌の練習。佐藤さんにはしっかり新

曲の譜面をお渡ししました。青森といえば「十三
の砂山」ということで、うまくいけばロビーでや
っちゃおうとも思いましたが、ハモらず。
歌はほどほどにして、この日はホテルのイベン

トとして「雪上ねぶた」がやって来るというので、
ゲレンデへ。雪上車に牽かれた、というところは
いまひとつだけれど、ねぶたの灯りが雪原に反射
して、何とも幻想的な光景でした。もちろんお囃
子隊や踊りもあり、スキー場でお得な体験でした。
２日目も日中は

滑りまくり、夕食
は弘前市内へ繰り
出し、津軽三味線
のライブを聴きま
した。演奏は、若
さと美貌と実力と
を兼ね備えた女性
トリオでした。ジ
ャンボタクシーは弘前に早く着いたので、ライブ
の前に弘前城をぐるりと一周回り、武家屋敷など
を見るおまけも付きました。
最終３日目も昼すぎまで滑り、青森空港に行き、

そこでも飲み、めいっぱい、遊んできました。
写真は、参加メンバーですが、スキーウェアを

着ると誰だかわかりません。左から、佐藤、原田、
八戸、伊藤、松本（小永井さんのお孫さん）、小
永井、前田、本間、山路です。あと佐藤さん・本
間さんの同級生２名も途中一緒に動きました。合
唱団に入団するまで、もう一歩かも。
きっと来年もありますね。スキーしない人も温

泉と三味線だけでも価値ありかも。

３．横濱･開港キャンドルカフェ2007

12月21日のキャンドルカフェは、ちょっと寒か

ったですね。です
が、楽しいイベン
トでした。写真だけでもお楽しみ下さい。

４．第18回日本丸マスターズのご案内

日本丸マスターズも回数を重ね、こんどは第
回になります。日時は 月 日（月）、箱根18 5 12

湯の花ゴルフ場を手配してくれています。スター
トは 時 分で、 組の予約を入れています。8 42 3
つまり 人まではノープロブレム。12
多数の参加をお待ちしています。

いろいろと書きたいことはあれど、練習に来るのも滞りがちで、ニューズレターどころではありませんで［編集後記］
した。が、中野さんの投稿に背中を押され、ともかく今年第１号を出します。鰺ヶ沢では、雪を見ながらの露天風呂
が最高。首から下は暖かく、粉雪が舞い降りて顔は冷たく。翌日は風呂にビールを持ち込みました。（ 山路）B2


